
 

 

令和 2年 7月 6日 

株式会社 エイ・シー・エム 

大腸菌に対するパイウォーターの抗菌活性試験（外部資料） 

１ ） 目 的 

大腸菌に対するパイウォーターの抗菌活性について検証した。 

２ ） 材 料 

標準寒天培地 

パイウォーター SPH-100 

供試菌 大腸菌（NBRC No 3972） 

３ ） 試 験 方 法 

試料の調整 

パイウォーター SPH-100を ACM浄水器通水で 100倍（1％）および 1000倍（0.1％）に希釈、調

整した。尚、対照区は希釈に用いた ACM浄水器通水および原水の水道水とした。 

穿孔培地法を用い、大腸菌の発育阻止円の大きさを指標とした、希釈調整したパイウォーターの

抗菌活性を測定した。 

４ ） 試 験 結 果 

試験の結果、1％SPH-100で大腸菌に対する抗菌活性が観察された。また微量ながらではあるが、

0.1% SPH-100でも抗菌活性が観察された、このことから、SPH-100は大腸菌に対して 1％～0.1％

の範囲で抗菌活性があることが推察された。 

表.1 大腸菌に対する抗菌活性 

No1 

0.1% SPH-100 

No2 

ACM 浄水器通水 

No3 

0.1% SPH-100 

No4 

ACM 浄水器通水 

± － ± － 

No5 

1％SPH-100 

No6 

水道水 

No7 

1％SPH-100 

No8 

水道水 

++ － ++ － 

-：抗菌活性なし  ±：抗菌活性微量 +：やや抗菌活性あり ++：抗菌活性あり 

 



 

 

5 ） 外 部 試 験  

１．ウイルスの不活化試験 

SPH-100 はインフルエンザウイルスに対して十分な不活化効果が認められました。 

 

 



 

 

２．歯周病菌（A.a 菌)に対する SPH-100 の抗菌力試験 

A.a 菌（Actinobacillus actinomycetemcomitans)は歯周病の進行が早く、重症になるのが特

徴で、代表的な歯周病菌の１種であり、また死滅しにくい細菌でもあります。 

SPH-100 は A.a 菌に対しても十分な抗菌力が確認されました。 

 

 



 

 

6 ） 規 格 資 料 

 

 


